
 

エルピス  

健康情報 42 号  

冬になると下がる気温。手や足先が冷えてしまい、寝床に入っても

眠れませんね。冬になると上るものは血圧です。血圧は高すぎても

低すぎてもからだに悪影響を与えます。また、血圧の変動幅が大き

いと問題を大きくするので、注意が必要です。今回は、皆様方にと

って大事な血圧の話です。 
   編集担当：中本 勝巳   平成 24 年 11 月 20 日発行 

血

圧 

日
本
透
析
医
学
会
の
２
０
０
５
年
調
査
に
よ
る
と
透
析
患
者
の
週

初
め
の
透
析
開
始
前
の
収
縮
期
血
圧
の
平
均
は
一
五
四
㎜
Hg
で
、

全
透
析
患
者
の
70
％
強
が
高
血
圧
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

高
血
圧
の
持
続
は
、
心
血
管
障
害
（
心
肥
大
、
虚
血
性
心
疾
患
、
心

筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
）
や
脳
血
管
障
害
（
脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
）
、

腎
機
能
障
害
、
網
膜
症
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
し
、
そ
れ
以
外
の

体
中
の
組
織
や
臓
器
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
、
健
康
を
守
る
た

め
に
は
、
血
圧
を
適
正
な
値
に
移
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

透
析
患
者
の
目
標
と
な
る
血
圧 

一
般
的
に
は
、
週
初
め
の
透
析
前
血
圧
値
が
140
／
90
㎜
Hg
以
下

が
目
標
で
す
。
た
だ
し
、
心
臓
機
能
の
低
下
し
て
い
る
人
や
高
齢
者

は
、
個
別
に
目
標
値
を
決
め
る
べ
き
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

透
析
患
者
の
高
血
圧
の
原
因 

① 

血
液
を
含
む
体
液
量
（
細
胞
外
液
量
）
の
過
剰 

② 

血
圧
上
昇
に
働
く
酵
素 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

レ
ニ
ン
・
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
系
の
異
常 

③ 

血
圧
上
昇
を
担
う
交
感
神
経
活
性
の
亢
進 

④ 

血
管
の
拡
張
・
収
縮
機
能
障
害 

⑤ 

尿
毒
素
の
過
剰 

⑥ 

遺
伝
に
よ
る
体
質
的
高
血
圧 

⑦ 

エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
投
与 

透
析
患
者
の
高
血
圧
の
原
因
と
し
て
は
、
右
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
①
の
体
液
量
過
剰
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
60
％
以
上

の
高
血
圧
が
解
消
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
適
正
な

ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
に
ま
で
体
重
を
移
行
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

60
％
の
人
が
高
血
圧
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

適
正
な
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
と
は
。 

体
液
量
が
適
切
で
、
透
析
中
に
過
度
の
血
圧
低
下
を
生
ず
る
こ
と
が

な
く
、
長
期
的
に
も
心
血
管
系
へ
の
負
担
が
少
な
い
透
析
直
後
の
体

重
（
標
準
体
重
）
の
こ
と
で
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の
で
す
。 

透
析
患
者
の
正
し
い
血
圧 

 
 

家
庭
で
の
測
定
を
含
め
た
一
週
間
単
位
で
評
価 

 
 
 

血
圧
変
動
幅
も
要
注
意 

透
析
患
者
の
体
液
量
は
、
透
析
で
の
除
水
に
よ
り
減
少
し
、
そ
の
後
、

次
の
透
析
ま
で
の
間
、
体
液
量
は
増
加
を
つ
づ
け
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
体
液
量
が
周
期
的
に
変
動
す
る
と
、
同
時
に
血
圧
も
影
響
を
受

け
、
除
水
後
は
低
く
な
り
、
透
析
前
は
高
く
と
周
期
的
に
変
動
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
透
析
患
者
の
血
圧
は
、
透
析
前
後
の
測
定
値
と
家

庭
で
の
測
定
（
毎
日
の
起
床
時
、
就
寝
時
）
を
含
め
た
一
週
間
単
位

の
変
化
や
平
均
値
を
み
て
、
評
価
を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す 

 

・ 

透
析
中
の
顕
著
な
血
圧
低
下
が
な
い 

・ 

透
析
終
了
時
の
血
圧
は
開
始
時
の
血
圧
よ
り
高
く
な
い 

・ 

手
先
、
足
先
に
む
く
み
が
な
い 

・ 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
胸
水
や
肺
う
っ
血
が
な
い 

・ 

心
胸
比
が
50
％
以
下
。
女
性
は
53
％
以
下
で
あ
る 

適
正
な
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
で
、
血
圧
の
問
題
が
解
決
し
て
も
、
こ
れ

を
長
期
間
維
持
す
る
た
め
に
は
、
塩
分
、
水
分
の
適
切
な
制
限
と
共

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
適
度
な
運
動
に
よ
り
、
体
力

と
よ
い
体
調
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
重
の
推
移

（
水
以
外
の
筋
肉
や
脂
肪
量
の
増
減
）
に
気
を
配
り
、
適
時
に
ド
ラ

イ
ウ
エ
イ
ト
の
変
更
を
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

塩
分
制
限
の
必
要
性 

塩
分
摂
取
が
制
限
さ
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
塩
分
を
摂
る
と
体
重

が
増
え
る
（
食
塩
8.2
ｇ
で
、
体
重
１
kg
増
）
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

塩
分
を
摂
る
と
体
液
の
塩
分
濃
度
を
一
定
に
維
持
す
る
た
め
、
口
が

渇
き
水
を
欲
し
が
る
と
い
う
生
理
現
象
が
起
こ
り
、
塩
分
摂
取
に
応

じ
た
水
を
摂
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
た
め
で
す
。
尿
の
出
な
い
透
析

患
者
で
は
、
こ
の
こ
と
が
即
、
体
重
増
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。 

 

血
圧
変
動
も
高
血
圧
と
並
ん
で
、
か
ら
だ
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

で
す
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。
皆
様
も
よ
く
経
験
さ
れ
る
透
析
中
の

急
な
血
圧
変
動
は
、
倦
怠
感
や
強
い
疲
労
感
を
も
た
ら
し
ま
す
し
、

二
四
時
間
や
一
週
間
で
の
血
圧
変
動
幅
も
、
大
き
い
と
生
命
予
後
が

不
良
に
な
る
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
治
療
は
、
血

圧
の
抑
制
と
変
動
幅
の
縮
小
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

高
血
圧
治
療 

治
療
の
第
一
選
択
は
、
塩
分
摂
取
を
控
え
る
（
１
日
６
ｇ
以
下
推
奨
）

こ
と
と
透
析
間
の
体
重
増
加
（
中
一
日
で
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
の

３
％
、
中
２
日
で
５
％
以
下
）
を
適
当
な
量
に
抑
制
し
な
が
ら
、
ド

ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
を
適
正
重
量
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

適
正
な
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
透
析
中
の
急
な

血
圧
低
下
を
避
け
な
が
ら
、
通
常
４
～
12
週
間
を
か
け
、
徐
々
に

減
量
を
図
り
ま
す
。 

適
正
な
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
を
達
成
し
た
の
に
、
そ
れ
で
も
、
目
標
の

降
圧
が
得
ら
れ
な
い
と
き
に
、
初
め
て
降
圧
剤
の
投
与
を
し
ま
す
。 

降
圧
薬
治
療
に
つ
い
て 

覚
え
き
れ
な
い
程
、
多
種
類
の
降
圧
薬
が
あ
り
ま
す
が
、
透
析
患
者

に
は
、
使
用
で
き
な
い
も
の
や
、
使
用
量
が
制
限
さ
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
降
圧
薬
の
選
択
に
は
、
心
肥
大
抑
制
な
ど
臓
器
保
護
効
果

の
あ
る
薬
が
優
先
さ
れ
て
い
ま
す
。 

処
方
に
あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
周
期
的
な
血
圧
変
動
に

合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
性
能
の
異
な
る
降
圧
薬
（
作
用
時
間
の
長
短
、

透
析
性
の
有
無
）
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
透
析

中
の
急
な
血
圧
低
下
の
あ
る
場
合
は
、
降
圧
薬
を
透
析
日
に
は
投
与

し
な
い
な
ど
、
画
一
的
で
な
い
服
用
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。 

よ
く
使
用
さ
れ
る
降
圧
薬 

ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
（
Ａ
Ｒ
Ｂ
） 

商
品
名 

ブ
ロ
プ
レ
ス
、
ニ
ュ
ー
ロ
タ
ン
、
デ
ィ
オ
バ
ン
な
ど 

ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻
害
薬
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
） 

商
品
名 

エ
ー
ス
コ
ー
ル
、
レ
ニ
ベ
ー
ス
、
タ
ナ
ト
リ
ル
な
ど 

ベ
ー
タ
遮
断
薬 

 
 

商
品
名 

ア
ー
チ
ス
ト
、
メ
イ
ン
テ
ー
ト
、
セ
ロ
ケ
ン
な
ど 

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬 

 

商
品
名 

ア
ダ
ラ
ー
ト
Ｌ
、
ノ
ル
バ
ス
ク
、
カ
ル
ス
ロ
ッ
ト
な
ど 

 

基準 
140～149㎜ Hg 

心血管障害が原因の
死亡率と血圧 

※透析後の収縮期血圧 

2.0 倍 
180㎜ Hg以上 

2.8 倍 
110㎜ Hg以下 


